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極 低温 に お け る赤 外 お よび電 子 ス ピン共 鳴 スペ ク トル の研 究

田仲 二 朗 、 井 上 和仁

極 低 温 で の実 験 には、 液体 ヘ リウムを必要 と して い るので 、液体 ヘ リウ ムを必 要

とす る、二 つ の実験 グルー プで、高価 なヘ リウムの共 同利用 の意 味 も含 めて 、共 同研 究 を

申請 した。

光 化 学反 応 の 中間 体 と してFeSク ラスター の存在 が 常 に問題 とな って い るが、He-

hobacillusmobilisの 光 化学 反応 中心 複合体 を精製単 離 して 、液 体 ヘ リウム温度 でのESR

測定 によ り、9=1.87付 近 に光還 元 され る、Fe-Sに よる と思 われ る成分 が 、検 出 され た。

遠 赤 外 線検 出器 を用 い る、反射 スペ ク トルの研 究 で は、銅 酸化 物超 伝 導 体 と電 気伝 導

性高 分 子 の研 究 を お こな った。
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